
 第23回看護診断学会は平成29年7月15～16日国立京都国

際会館において開催されました。 
 当院で患者看護支援システム委員会として取り組んだ
成果を横井由紀子看護師長が発表した演題「「転倒転落
リスク状態」の看護診断別標準看護計画の検討」が、
JSND23 Award奨励賞に選ばれました。ぜひご覧ください。 
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A病院における過去5年間の 
看護診断の現状 
〇嶋田あすみ 谷口亜紀子  
 久保千夏 金田豊子 

 

 本研究では、当院における過去5年間の看護

診断を集計し、患者状態と看護の特性を検討し
ました。リスク型診断が上位を占め、侵襲的な
医療処置に加え高齢患者が多いため予防的介入
がされていると思われます。一方、ヘルスプロ
モーション型診断が年々増加し、早期から退院
を見据え、セルフケア能力や強みに焦点を当て
た看護が行われていると考えられました。 
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順位 

2011年度 2013年度 2015年度 

診断数 看護診断名 診断数 看護診断名 診断数 看護診断名 

１ 
２ 
３ 
４ 
５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

10 

2359 
2205 
1022 

863 
806 
709 
478 
400 
221 
219 

皮膚統合性障害リスク状態 
転倒転落リスク状態 
急性疼痛 
身体損傷リスク状態 
知識獲得促進準備状態 
自己健康管理促進準備状態 
皮膚統合性障害 
感染リスク状態 
身体可動性障害 
効果的母乳栄養 

2664 
2537 
1063 

970 
886 
883 
577 
344 
323 
254 

転倒転落リスク状態 
皮膚統合性障害リスク状態 
身体損傷リスク状態 
急性疼痛 
知識獲得促進準備状態 
自己健康管理促進準備状態 
皮膚統合性障害 
身体可動性障害 
感染リスク状態 
歩行障害 

4230 
3016 
1232 
1182 

873 
835 
672 
274 
273 
254 

転倒転落リスク状態 
皮膚統合性障害リスク状態 
身体損傷リスク状態 
健康管理促進準備状態 
急性疼痛 
知識獲得促進準備状態 
皮膚統合性障害 
身体可動性障害 
母乳栄養促進準備状態 
コーピング促進準備状態 

表 2011年度、2013年度、2015年度の6位までの看護診断（看護診断Vol.22 No.2 P 78より一部抜粋） 
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